（総説）日本における多胎育児支援の歴史的変遷と今日的課題 by 大木 秀一 & 彦 聖美

































































































具体的には 1992 年から 2003 年にかけて出版
された『季刊ツインズ』（ビネバル出版，全 48 冊），












上げる意味も含めて，実践活動報告  4- 46）と総合的
































交換と支えあいを目的に TMC を設立する  4）．
TMC が母親主体の支援活動の先駆けであること


































































































『双胎妊娠分娩・育児への Cure と Care の調和』（BIRTH，2012）
みやぎ多胎ネット設立（2014）
かごしま多胎ネット設立（2015）


















話を戻すと，TMC が設立されてから 20 年近
くは，多胎育児が困難を伴うことは一部の研究者
には認識されていたが，組織的な対応という意味




TMC は設立当初 20 家庭程度であった会員が，
























１） 51）．それ以前は，もっぱら TMC の書籍や『ス
ポック博士の育児書』（1966 年発行でふたごの育
児に関して章立てしている）で多胎育児の情報が
広がっていた  51,  119）．同書の出版に伴い，多胎育
児に関する季刊誌『ツインズ』が刊行される．ま






さ（マンパワー不足と活動資金不足） 1,  22）は注目
されないことが多い．多胎サークルの意義や動向
に関しては当事者である久保田  26,  73,  75,  77,  86,  120）に
詳しい．
1991 年には全国初の保健所主催の多胎育児教
室が始まる  7,  9,  16,  46,  57,  68,  76,  80,  121,  122）．これは当事者
でもある保健師自身の発案による．その意義は，
知識の提供と親同士のネットワーク作りであ
る  56,  61）．開始当初は不要な事業として様々な反
対や批判があった  57,  121）とされるが，当事者から
寄せられる期待は大きく，以後保健行政による多
胎育児支援活動も次第に広がりを見せる  61,  68）．同
じ 1991 年 に 関 西 ふ た ご 研 究 会 が 設 立 さ れ
















て実施した国である  1,  8,  100）．海外の多胎育児支援































い  63,  67,  86,  90）」となる．また，1995 ～ 1996 年には
厚生省心身障害研究で「多胎妊娠の管理及びケア




























配付される  80,  81,  85,  95）とともに，「ベビーシッター
派遣事業」が開始される  25,  81,  95,  101）．国の事業と
して一定の評価はできるものの，これらの事業が
普及・定着することはなく，その後の多胎育児支
援には直結していない  28,  69,  73,  90,  123）．一般の子育
て雑誌が多胎育児に特化した書籍を出版し始める





































い  99,  100,  104）．こうした背景の基に，2005 年７月に





る  1,  35,  99,  102,  113）．これが地域レベルでネットワー
クを構築した「地域多胎ネットワーク」 36,  107,  110）
のモデルケースとなり，同年 12 月には「ひょう
ご多胎ネット」 43）が，翌年には「多摩多胎ネッ
ト」 41），「ぎふ多胎ネット」 36,  37,  42,  115）が相次いで












は平成 18 ～ 21 年度の報告書に詳しい．以上を




は，ピアサポート活動  3,  35,  42,  43,  102,  108,  113,  125），子育
て支援拠点を対象とした研修  39,  126），プレママパ












































































負担は既に 1970 年代，80 年代において指摘され
ており  47,  48），また特別な支援を要することも示





















表２ 学術論文数の年次推移（5 年間累積）  
  実践活動報告 基礎的研究 総合的解説 
  原著・総説等 会議録 原著・総説等 会議録 原著・総説等 会議録 
～1994 年 4 1 7 11 13 1 
1995-1999 年 14 18 19 29 28 1 
2000-2004 年 23 12 24 20 19 1 
2005-2009 年 18 12 12 23 8 0 
2010-2014 年 12 9 15 16 22 1 
2015-2016 年 2 1 2 2 3 0 
合計 73 53 79 101 93 4 
























図 1 多胎育児支援に関する学術論文の蓄積度合（累積度数分布図） 














しており  29,  38,  111），虐待予防の効果が報告されて
いる  114）．
1990 年代までの総説では多胎児観が記載され


















る  71,  79）ことはあっても現在では入手困難である．
例えば，久保田  73）は 1995 年に全国 26 サークル（会
員総数約 1,600 人）に質問紙調査を行い 889 人か
ら回収している．また，大岸  72,  76）は厚生科研の
一環で就学前の多胎育児者である TMC 会員約
2,300 人を対象に質問紙調査を実施し 1,497 人か


















調査  23,  35,  130- 132）もこれを裏付ける．全県規模の多
胎育児支援のネットワークが存在し，当事者と専
門職が協働するピアサポート活動  3,  35,  42,  43,  102,  108,  125）









医療機関との連携  89,  93）や妊娠期からの支
援  33,  98,  105）の重要性はたびたび指摘されるが，現
実には遅々として進んでいない  82,  117）．組織的な
支援が実施される場合でもその多くは院内での多
胎教室開催止まりであり，一部の先進的な取り組
み  42,  115）を除いて，当事者組織との連携，多職種
連携は少ない．また，葛飾赤十字病院  17,  20,  28,  45），
大阪府立母子保健総合医療センター  27,  30,  31），淀川














また，特別なニーズ（児の死亡  87,  93），障がいの
ある多胎児を育てる家庭  66,  74,  83,  84,  89,  96,  103）等）の
ある多胎家庭に対するケアも重要である．この種
の事例報告は 10 件程度みられたが，国内におい











格的に始まり，奇しくも 2017 年は設立 50 年に
あたる．この 50 年間で多胎育児支援は大きく進
展した．そこには専門職だけでなくエンパワメン
トされた多胎育児当事者  24,  43,  73,  86,  97,  107）の貢献が
大きい．また，多胎育児当事者でもある保健医療
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　Support for families with multiples were overviewed by exhaustive literature review and was 
classified as three periods. Since 1967, one nationwide twin mothers club started exclusively to 
support families with multiples. The support from specialist is mainly the introduction of this club. 
The relationship between supporters and researchers is rare. Since around the year 1990, 
community-based small twin mothers club were established and play an important part in various 
areas around Japan. Public health center started parenting class specific to families with multiples. 
Information regarding parenting multiples were widely spread by means of print medium and later 
by internet. Since 2003s, the cooperation between twin mother clubs, public health institution, and 
university and so on in prefectural level started. The involvement of medical institution is limited 
and sparse throughout all periods. The academic literature, which directly treated support for 
families with multiples, were about 400, and were seen occasionally in 1980s, and linearly increased 
after 1995.
Keywords　Multiple birth, Parenting, Social support, Literature review, Historical transition
